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種
郵
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物
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一
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十
五
日
霰
行
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大
正
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十月の象 天

太
陽
“
入
日
午
前
八
時
、
立
冬
節
。
二
十
三
日
午
前
五
諮

　
　
時
、
天
蜴
宮
よ
蝉
人
男
宮
に
入
る
、
小
雪
節

月
．
．
一
入
日
午
前
一
時
、
国
色
月
（
水
瓶
θ
附
近
）

　
　
　
十
五
日
午
後
十
時
牛
、
瀟
月
（
牡
牛
座
西
端
）

　
　
　
二
十
二
日
午
後
八
時
牛
、
下
請
月
（
獅
子
π

　
　
　
の
東
）

　
　
　
二
十
九
日
午
後
十
時
牛
、
新
月

水
星
1
1
暁
㎝
の
星
。
月
初
乙
女
座
な
逆
行
、
九
日
留

　
　
　
そ
れ
か
ら
順
行
、
＋
吉
最
大
離
隔

　
　
　
（
X
の
東
南
、
太
陽
の
西
十
九
度
目
）
、
十
入

　
　
日
天
秤
座
．
に
入
る
9

金
星
－
曉
借
行
星
、
乙
女
座
か
ら
＋
入
昊
秤

　
　
座
に
入
ろ
。
三
日
乙
女
θ
の
北
九
分
。
直
径

　
　
　
＋
一
秒
。

火
星
”
朝
、
乙
女
座
々
順
行
、
β
か
ら
♂
へ
。
十
四

　
　
　
日
土
星
に
近
接
、
二
＋
七
日
に
は
木
星

　
　
　
ε
近
い
。

木
星
1
1
乙
女
座
ざ
の
南
々
順
行
。
曉
天
の
偉

　
　
　
観
二
＋
七
日
火
星
が
追
ひ
付
く
。

土
星
腔
乙
女
座
を
順
行
し
て
木
星
な
追
ふ
。
輪
も
漸

　
　
　
次
よ
く
見
え
ろ
。

天
王
星
1
1
水
瓶
座
δ
星
の
東
北
隣
に
停
滞
し
て
、
肉

　
　
　
眼
に
も
見
え
る
。
今
か
一
番

　
　
　
の
観
｝
望
期
（
前
號
一
三
〇
頁
参
照
）

誰
王
星
1
1
蟹
座
π
星
の
北
に
停
滞
、
肉
眼
で
は
見
丸

　
　
　
の
。

ヴ
エ
ス
タ
星
n
牡
牛
座
か
ら
鯨
座
へ
泄
行
。
ρ
本
交
二

　
　
　
三
〇
頁
為
見
よ
｝

獅
子
座
流
星
群
1
1
十
五
日
頃
♂
星
か
ら
四
方
に
飛
ぶ

　
　
　
月
光
の
た
め
親
測
ば
妨
げ
ら
れ
ろ
。

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
流
星
群
D
二
十
日
頃
、
♂
星
か
ら
飛

　
　
　
ぶ
。
毎
夜
々
牛
ま
で
、
之
は
月
に
妨
げ
ら
れ

　
　
　
ず
に
旧
観
え
る
だ
ら
う
o



　
　
　
　
會
　
　
　
告

あ
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
へ

定
期
大
砲
－
開

　
來
る
十
一
月
十
二
日
目
土
）
、

都
大
學
飾
言
集
會
所
階
上
に
於
い
て
、

年
度
定
期
大
會
を
開
き
諸
報
告
、

演
を
致
し
ま
す
か
ら
、
會
員
諸
君
の
寸
時
集
を
望
み
ま
す

會
京
都
市
吉
田
町
田
中
通
b
京

　
　
　
　
午
後
二
時
か
ら
本

　
　
役
員
改
選
及
ひ
記
念
講

講演

君
〃
．
相
封
原
理

　
　
　
　
　
　
理
學
博
士
　
玉
城
由
籍
十
郎
氏

「
新
時
代
の
天
丈
學
」

　
　
　
　
　
　
　
助
漱
授
　
山
本
一
清
氏

此
の
日
、
日
没
後
、
天
即
応
で
天
艦
槻
望
を
致
し
ま
す
。

　
　
（
但
し
會
員
以
外
の
者
は
御
断
り
）

右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
女
同
好
會

大
正
十
年
十
月
二
十
五
日

藤
井
天
交
豪
参
観
白
鼠
＋
二
心
日
）
午
前
＋
時

　
滋
賀
縣
大
津
市
石
場
の
｛
會
員
）
藤
井
善
助
氏
別
荘
月
光
亭

　
内
の
天
交
直
（
⊥
ハ
吋
牢
望
遠
鏡
等
）
を
参
観
し
ま
す
（
但
し
同

　
好
會
員
に
限
ろ
）
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観
測
部
設
置

輩
な
る
星
の
眺
め
よ
り
一
歩
進
ん
で
研
究
的
貢
献
を
な
さ
ん

た
め
、
本
會
は
観
測
掛
指
導
の
下
に
來
る
十
二
月
か
ら

　
　
（
こ
流
星
部
　
部
長
申
村
要
田

　
　
三
）
墜
光
星
部
　

部
長
山
本
一
清
氏

の
二
部
を
置
き
、
動
員
中
の
熱
心
家
を
募
っ
て
部
員
ε
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ら
　
　
し
　
　
ヤ
　
　
や

す
。
部
員
は
部
費
こ
し
て
一
ヶ
月
金
五
拾
銭
を
納
め
る
義
務

が
あ
り
ま
す
、
其
の
代
り
、
實
際
親
進
上
、
部
長
の
熱
心
な

指
導
を
受
け
、
叉
必
要
な
る
印
刷
物
品
を
給
せ
ら
れ
、
構
無

代
で

　
　
ブ
レ
テ
ン
（
b
⇔
自
一
一
①
叶
凶
コ
）
　
　
　
　
不
規
則
な
獲
刊
物

の
配
布
を
受
け
る
特
典
が
あ
り
ま
す
。
此
の
プ
レ
プ
ン
は
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
カ
　
　
へ

界
の
獲
行
を
待
て
な
い
至
急
報
で
、
必
要
に
慮
じ
月
に
幾
度

で
も
獲
行
し
、
流
星
や
攣
光
星
の
み
な
ら
す
、
彗
星
の
吉
見

や
、
遊
星
恒
星
の
實
際
親
測
や
、
術
其
他
、
畢
界
の
最
近
清
息

を
傳
へ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
但
し
此
の
プ
レ
・
7
ソ
は
企
部

　
　
　
む

英
交
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
部
員
は
其
の
資
格
ε
し
て
中
學
第

三
年
級
程
度
の
英
語
を
卒
業
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
b
ま

せ
ん
。
（
若
し
親
測
部
員
で
な
く
て
、
ブ
レ
プ
ン
を
護
み
古
い

人
は
、
や
は
り
四
一
五
拾
銭
を
梯
っ
て
下
さ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
）
　
　
希
望
者
は
往
復
ハ
ガ
キ
で
申
込
ん
で
下
さ
い
。

大
正
＋
年
九
月
二
＋
五
日
　
天
才
同
好
會

大
正
十
年
十
二
月
一
一
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天
友
二
上
の
内
外
至
急
脳

天
逃
隠
盤
上
の
豫
報
ε
注
意

同
好
會
観
測
部
の
親
測
報
告

賄
嘆
馨
ブ
レ
テ
ン

不
規
則
回
転
（
月
数
回
）

慣
毎
月
五
拾
銭
前
日

天
文
同
好
會
進
行

大
正
十
年
十
二
月
鰻
刊
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同
好
會
出
島
叢
書

山
本
理
學
士
讐

工
星
座
の
親
し
み

　
　
第
「
．
版
乱
切
、
憐
三
版
印
刷
中

山
水
理
學
士
著

鉱
新
星
総
覧

　
　
残
部
　
僅
　
少

水
穿
千
里
民
著

鼠
麺
俗
天
雷
夜
話

山
本
理
學
．
士
著

岳
宇
宙
算
術

ゆ
本
理
學
士
著

齪
星
座
案
丙

　
　
　
以
　
下
　
旧
刊

償
蓼
拾
銭

恨
　
五
　
拾
　
銭

近
　
刊

近
　
刊

近
　
田

大
阪
支
部
幹
事
舌
賀
和
醤
庇
編

　
　
　
古
．
賀
恒
星
圖

簡
眼
で
見
丈
る
恒
星
、
ρ
星
雲
や
星
團
等
総
計
六
千

個
た
含
む
大
星
圖
で
山
本
百
濟
両
理
皇
霊
の
校
正

々
縄
た
も
の
、
精
細
に
し
て
適
確
な
ろ
・
ミ
墨
筆

の
出
版
物
に
も
比
な
し
、
架
年
正
封
出
版
の
見
込

天
交
同
好
會
規
則
（
第
三
版
）

鶴
、
一
盛
岬
此
ノ
會
チ
天
丈
同
好
倉
下
曇
フ

第
二
條
’
此
ノ
會
ハ
天
文
學
ノ
了
解
チ
進
メ
兼
ネ
テ
同
好
者
相
互
ノ
親
睦
チ
塘
ス
ノ
が
目
的

　
デ
ア
ル

第
三
條
事
務
析
チ
京
都
市
吉
田
町
京
都
大
學
天
文
塁
丙
二
置
〃
．
叉
會
員
密
集
ノ
塊
ニ
ハ

　
支
部
チ
．
置
〃
事
・
ガ
ア
ル

第
四
條
此
ノ
會
ハ
右
ノ
目
的
チ
達
ス
ル
爲
メ
次
ノ
事
業
チ
行
フ

　
一
・
．
講
演
（
例
會
毎
月
一
回
目
大
島
隼
刷
回
其
他
臨
時
會
）

　
二
、
謳
い
習
　
（
各
地
デ
臨
曲
四
二
開
〃
）

　
三
・
難
誌
圖
書
ノ
出
版
（
難
温
州
月
・
一
回
曹
員
ニ
ハ
無
代
配
霜
・
下
書
ハ
二
士
）

　
四
、
實
地
親
測
（
第
一
部
、
啓
獲
的
、
甲
観
望
、
乙
見
學
、
第
二
部
、
研
究
的
、
甲
流
星

　
　
乙
攣
光
星
、
丙
彗
星
）

第
五
條
　
此
ノ
含
ノ
目
的
二
賛
同
ス
ル
者
ハ
誰
デ
モ
會
員
ニ
ナ
レ
ル

　
佃
F
V
毎
臼
月
金
煎
拾
銭
ノ
馴
則
デ
紬
符
ス
ル
．
跡
要
が
ア
ル

　
申
込
ノ
際
ハ
住
所
職
業
生
年
チ
記
入
セ
ラ
レ
タ
イ

第
六
條
．
特
二
一
時
金
五
拾
圓
以
上
チ
」
寄
、
附
ス
ル
者
チ
名
番
配
員
ト
ス
ル

第
七
條
　
此
ノ
會
ノ
幹
部
ハ
次
ノ
通
り

　
幹
事
二
名
　

書
計
由
名

　
此
ノ
幹
部
ハ
総
那
曾
デ
選
學
セ
ラ
レ
ル
者
デ
任
期
ハ
一
個
年

第
入
條
幹
部
ハ
會
員
ノ
申
ヵ
ラ
次
ノ
係
り
チ
指
名
囑
託
ス
ル

　
講
演
係
　
脚
四
二
輯
係
・
三
名
ユ
観
測
係
　
一
名
　
鼎
糞
係
　
÷
名
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編
輯
室
よ
り

　
月
が
死
ん
だ
天
覧
で
は
な
く
て
、
立
派
に
今
活
動
し
て
み
ろ
こ
い
ふ
説
為
出
し
た

が
た
め
、
近
頃
、
新
聞
や
難
獣
ゆ
な
ご
で
大
評
剣
に
な
っ
た
。
其
の
主
張
者
ウ
ィ
リ
ア
ム

ピ
ケ
リ
ン
グ
教
授
は
、
　
一
昨
生
・
死
な
れ
「
た
エ
ド
ワ
ー
ド
、
ピ
〃
リ
ン
グ
（
ハ
ア
ヴ
ァ

ド
天
衣
二
型
）
の
弟
で
、
今
ま
で
に
も
ず
い
ぶ
ん
纏
歴
も
あ
り
、
最
早
相
當
な
年
輩

で
あ
り
ま
す
が
、
本
牟
た
ま
く
英
國
に
行
音
、
天
文
協
會
（
¢
｝
尻
げ
》
u
。
R
O
呂
－

筥
同
6
旺
〉
・
・
㎝
o
。
一
覧
δ
づ
）
の
五
月
例
會
の
席
上
で
、
月
や
譜
遊
星
に
つ
い
て
一
場
の
講

演
た
し
六
。
本
誌
は
曇
れ
た
課
し
て
載
ゼ
れ
の
で
あ
ろ
。
之
れ
に
よ
っ
て
・
讃
者
は
．

．
一
般
に
、
遊
星
表
面
の
最
辺
観
察
法
ご
其
の
結
果
が
、
こ
ん
な
も
の
で
あ
る
か
か
畳

ら
れ
う
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
交
ほ
簡
輩
で
す
が
、
流
石
其
の
途
の
ナ
ー
ソ
リ
テ
イ

だ
け
’
あ
っ
て
、
　
一
一
冨
口
］
h
側
、
非
常
に
土
思
味
深
く
、
昧
・
ふ
べ
音
も
の
で
す
。

ム
會
員
吉
田
氏
に
支
那
北
京
観
象
壷
の
天
女
儀
に
關
し
て
、
興
昧
あ
ろ
丈
々
寄
ゼ
ら

れ
ま
し
た
。
感
謝
に
堪
え
ま
ぜ
ん
、
A
叉
々
、
黄
道
光
の
時
節
が
塗
り
ま
し
六
。
古

川
氏
の
丈
に
教
へ
ら
れ
て
、
會
員
諸
君
の
申
に
、
實
際
観
測
な
試
み
ら
ろ
N
方
の
多

か
ら
ん
こ
定
量
望
み
ま
す
。
追
っ
て
観
測
部
の
中
に
、
黄
蓮
光
部
な
設
け
ま
ぜ
う
。

　
　
　
　
　
．
事
務
室
に
て

　
海
老
氏
が
本
部
事
務
の
方
に
も
、
大
へ
ん
御
手
傳
ひ
為
し
て
下
さ
ろ
や
う
に
な
っ

て
喜
ん
で
ゐ
ま
す
。

　
此
頃
・
肝
銘
の
集
り
方
が
少
し
不
成
績
の
や
う
で
す
。
皆
様
の
御
注
意
を
願
ひ
ま

す
。

　
何
や
か
や
の
多
忙
で
あ
り
ま
で
が
、
來
る
十
二
日
に
は
、
別
項
廣
告
の
如
く
、
定

期
大
會
た
開
き
ま
す
か
ら
、
く
り
合
ば
ゼ
、
御
來
會
の
程
、
所
り
ま
す
。

大
正
十
年
十
月
廿
四
日
　
印
刷

大
正
十
年
十
月
廿
五
日
　
雪
行

（號二十第界天）

編
輯
兼

蛮
行
者

印
刷
者

印
刷
所

（
霧
落
懸
五
麟
）

京
都
帝
國
大
學
悉
曇
豪
内

　
　
．
天
冠
同
好
會

　
　
　
　
　
褥
町
上
匿
穴
第
五
穴
セ
穴
五
脊

右

　仁
山表

正

本

横
　
　
田

一

清

秀
　
三

京
都
市
初
馬
場
蓮
二
一
南
入

　
　
　
懇
京
都
日
出
新
聞
肚

彊
　
捌
　
所

甕丸
．

岩

善
株
式
會
阯

京
都
・
大
阪
、
輻
岡
、
仙
璽

波
　
　
書
　
店

東
京
市
立
…
田
弘
南
紳
保
町
一
六



W．　OTTWAY　tt　GO．　LTD．

OREOP，1　WORKS，

MMNa，　LONDON，一W．5．

補
は
ん
が
だ
め
に
特
別
廉
儂
ご
大
勉
強
を
以
っ
て
、

の
需
要
に
悉
じ
つ
～
あ
り
。
（
目
鋒
無
代
進
呈
）

廣
く
江
湖 一

“

望
遠
鏡
の
償
は
今
や
戦
前
に
比
し
十
割
の
暴
騰
を
な
せ
り
、

之
れ
一
般
同
好
者
の
堪
ふ
る
所
に
非
す
，
本
肚
は
此
の
欠
略
を

敦倫國英
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